
プレスリリース 2013年 5月 24日発信 
朝日新聞厚生文化事業団 「高齢者への暴力防止プロジェクト助成」 

助成団体に選ばれました！ 
朝日新聞厚生文化事業団では、高齢者への虐待が深刻になっている現状を受け、昨年度、虐待防止の活動を行う団体を支援するため標記の助成を募集しまし

た。そして、このたび、Ｕビジョン研究所の「高齢者施設における虐待の背景と防止策に関する調査研究」が全国 13の助成団体の一つに選ばれました。本研究の概要

は次の通りです。 

「高齢者施設における虐待の背景と防止策に関する調査研究」 

目的 高齢者虐待防止法が平成１８年４月に施行されたが、厚労省の調査によると平成１８年度から平成２２年度の４年間で虐

待数は２倍に増加している。高齢者施設の利用者は認知症が増え、重度化・高齢化しているが虐待の被害者の 100％は

認知症で、不利益なサービスを受けても権利を主張できない状況にある。虐待の発見は職員や家族の通報に頼らざるを

得ず、発覚までに２年ほどの時間がかかっているのが現状である。虐待防止が施設で機能していくための職員に求めら

れる資質や教育研修、さらに NPO法人が行う施設評価の仕組み作りに貢献できる研究を行う。 

内容 ・検討委員会の設置  ・これまで発生した虐待の内容を分析し課題を抽出 

・２０代～３０代の介護職員の意見交換会：２回実施 

・通報先である自治体のヒヤリング：３ヶ所 ・報告書の作成 ・シンポジウムの開催 

期待され

る成果 

毎年、厚労省の調査による虐待件数や通報数が公表され、虐待と認定されたケースにおいては介護職員が逮捕されるな
ど刑事罰が課されている。介護現場から犯罪者を出さないためにも、不適切なケア（潜在的な虐待）の段階でサービスの
質を確保していく仕組みの構築に寄与できるよう、研究を踏まえ、国や自治体、施設に提言し、それを広く社会に伝えてい
くためにシンポジウムを開催する。 

検討委員 赤沼康弘（弁護士）  池田徹（社会福祉法人生活クラブ理事長）  大島憲子（神奈川県立保健福祉大学准教授） 
是枝祥子（大妻女子大学名誉教授）  本間郁子（Ｕビジョン研究所理事長） 

 

  本研究は 2014年 4月まで実施する予定です。研究事業の成果は報告書及びシンポジウムとして発表する予定です。 



 

 

2013年 5月 17日の朝日新聞紙上で 

助成決定の発表がありました。 


